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 桜の季節に向け
て、売店『葵屋』
にも、新商品がぞ
くぞくと入荷中！
庭園散策の合間に
ぜひ、お立ち寄り
ください。 
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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日 
１０時・１３時 

英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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｢小石川後楽園｣ 

ホームページ → 検索

「公園へ行こう！」
見てね！ 

 

→ 検索 

小石川後楽園 桜、華やぐ季節 
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涵徳亭についてのお知らせ 

 現在、建物内改装工事中の集会施設『涵徳亭(かんと

くてい)』は、2019 年 6 月 1 日より営業を再開できる

見込みになり、３月１日より予約受付も始まりました。 

 改装した『涵徳亭』を、多くのみなさまに知っていた

だきたく、「広間」は６～８月の３か月間、お休み処と

して、レストラン営業のみとさせていただきます。 

 その他、イベント等でお貸出しの出来ない日もありま

すので、詳しくは窓口職員にお尋ねください。また、ホ

ームページでも、ご案内をしております。 

 

 
《昨年のシダレザクラの様子》 

 いよいよ桜、３月！「園内の桜の見ごろは、いつで

すか？」お問い合わせも増えてきました。小石川後楽園

の園内には、５本のシダレザクラを含め、約 30 本の桜

の樹があります。例年、シダレザクラの内の４本は、ソ

メイヨシノより１週間ほど早く見ごろを迎えます。 

 大きなシダレザクラのしなやかな枝が春の風に揺れ、

日毎に周囲を桜色に染めていく姿は、１年に１度のお楽

しみ！満開の時期が短い桜ですが、多くのみなさまにご

覧いただきたい当園春の１コマです。 

 そして、シダレザクラが見ごろを迎えるころに咲きだ

すソメイヨシノは、大泉水のほとりを華やかに！天候に

よっては、シダレザクラもソメイヨシノも一緒に美しい

ころに出逢えることもあります。次々と桜の開花予想が

発表され、ワクワク、ドキドキの毎日も始まっています。 

 さて、さて、桜たち、今年はどんな景色を見せてくれ

るでしょう？(今年も開花状況を、ホームページやツイッ

ター、お電話でご案内します) 

桜の季節のお願いごと 
 みなさまが大好きな桜の季節、小石川後楽園にも、

たくさんのお客様がご来園されます。当園は大切に未来

へ遺すために国から特別史跡・特別名勝の指定を受けた

文化財庭園です。多くのみなさまにお楽しみいただくた

めにも、お願いごとをお守りください。 

 

●園路が狭い場所もありますので、みなさまの安全を守

るために、３月１６日(土)～４月７日(日)の期間中、園

内全域で一脚、三脚、自撮り棒などの撮影補助機材のご

使用や、スケッチはご遠慮ください。 

 桜が終わり、モミジが柔らかに萌えだす季節もお薦め

です。その際はぜひ、写真やスケッチに残してください。 

 

●可愛いペットは家族の一員ですが、リードやゲージが

あっても一緒に園内に入ることはできません。 

 お家に帰ったら、桜の話も聞かせてあげてください。 

 

●綺麗な桜を観ながら食べる食事は格別ですが、園内で

はレジャーマットなどの敷物を敷くことはできません。

園内各所にある長椅子をご利用ください。また、お酒を

飲むことやバーベキューもできません。 

 これから気持ちの良い季節、小金井公園や水元公園な

ど「手ぶらでバーベキュー」をお楽しみいただける公園

もありますので、ぜひお出かけください。 

 

●植物を養生しています。美しい景観を保つためにも、

柵の中や植え込み地には入らないでください。また、枝

を折ったり、花を摘んだりせず、可愛い姿や、大きくな

る様子を温かく見守ってやってください。きっと植物も

喜びます。 

  

 今年の桜の季節は、今年だけの限定です。みなさまの

特別な思い出になりますよう、ご理解とご協力をお願い

いたします。 

 

《昨年のヤマザクラの様子》 

小石川後楽園のちょこっと雑学辞典その40 

【蛇籠(じゃかご)】 

 

 園内に入って左側、緩く流れる大堰川の護岸に施

された竹の籠は「蛇籠」と呼ばれます。細長い形状が、

蛇に似ていることに由来するともいわれます。 

 蛇籠は、河川工事などに用いられる伝統工法のひと

つで、川の流れで護岸が侵食されるのを防ぐ役割をし

ます。 

 現在では、鉄線などが用いられることが多くなった

ようですが、当園では昔ながらの竹を材料に使い、庭

師たちが円筒形の籠を編んで造ります。 

 この蛇籠は、先日行われた、若手の庭師たちが技能

を学ぶ「庭園技能伝承研修」の中で作成されたもので

す。伝統技能を遺すために、寒い中、一生懸命に学び、

造り上げた新しい蛇籠たち、春の景色とともに、ぜひ

ご覧くださいね。 


